
        東かがわ市立誉水小学校  「与田川」



 

は じ め に 
 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

水生生物調査については、身近な存在である川に対して関心を高めていただくことを目的と

して、昭和６０年度から毎年実施しています。 

本冊子は、平成２４年度に香川県内の河川において、小、中、高校生に行っていただいた水

生生物による水質調査結果をまとめたものです。 

この調査を機に身近な水への理解をより一層深めていただき、私たちを取り巻く水環境を守

っていくために、私たち一人ひとりが何をすべきかを考えていくきっかけになればと考えてい

ます。 

最後にこの調査にご参加、ご協力いただいた皆様方に心からお礼申し上げます。 

香川県 環境森林部 環境管理課長  

今雪 良智 
✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 
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１．調査実施状況 

 （１）参加者  参加者は、表－１に示した 33 団体（小学校 18 校、中学校 4 校、高等学校 6 校、その他 

4 団体）の計 952 人である。 

 

＜表－１＞ 調査団体一覧（平成24年度） 

番号 団体・学校名 担当者名 人数 調査河川 

1 土庄町立土庄中学校 科学部 吉永 泰三 6 伝法川 

2 東かがわ市立福栄小学校 沖 香里 9 湊川 

3 東かがわ市立白鳥小学校 佐々木 晃 39 湊川 

4 東かがわ市立本町小学校 網 和弘 40 湊川 

5 東かがわ市立誉水小学校 田村 登志枝 45 与田川 

6 香川県立津田高等学校 自然科学部 松木 正子 8 津田川・欄川 

7 さぬき市立津田小学校 廣瀬・宮脇・木村 54 津田川 

8 高松市 環境指導課 出石・森・滝 3 春日川・葛谷川・本津川 

9 高松第一高等学校 化学・生物部 藤沢 敦子 8 春日川 

10 高松市立一宮小学校 内田 平久 31 御坊川・香東川 

11 香川県立高松商業高等学校 科学部 川村 智寿代 5 香東川 

12 香川大学総合生命科学研究センター 宮下 信泉 2 香東川 

13 坂出第一高等学校 放送部 大久保 裕之 3 神谷川・青海川・綾川・大束川

14 坂出市立府中小学校 川田 啓介 39 綾川 

15 綾川町立綾上中学校 渡辺 宏司 23 綾川 

16 綾川町立綾南中学校 上村 和則 10 綾川 

17 綾川町立羽床小学校 尼子 智悠 23 綾川 

18 綾川町立綾上小学校 上田 美恵 47 綾川 

19 宇多津町立宇多津小学校 網野 幸代 72 大束川 

20 香川県立飯山高等学校 自然科学部 豊嶋 美恵子 6 土器川 

21 香川県大手前中学校 理科部 塚本・奥田・倉田 12 土器川 

22 香川県立多度津高等学校 生物科学部 中村 敏雄 6 金倉川 

23 香川県立多度津高等学校 海洋技術科 松村 善彦 5 桜川・弘田川 

24 多度津町立豊原小学校 大森 輝雄 95 金倉川 

25 多度津町立四箇小学校 篠原 正議 75 弘田川 

26 三豊市立下高瀬小学校 三﨑 ひとみ 38 高瀬川 

27 三豊市立上高瀬小学校 森田 浩文 28 高瀬川 

28 高瀬町公民館 金子 康子 26 高瀬川 

29 三豊市立麻小学校 合田 舞 25 高瀬川 

30 三豊市立大見小学校 森 澄子 27 西川（高瀬川上流の支流） 

31 三豊市立吉津小学校 岩田 富雄 28 瀬入川 

32 中田井子ども会 香川 清矩 34 一の谷川 

33 観音寺市立柞田小学校 山地 弘通 80 柞田川 

合       計 952人 22河川 
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 （2）  調査方法   この水生生物調査は、環境省作成「水生生物による簡易水質調査法 

             について」に基づき、水の中にすむ生き物（指標生物）を採集し、どの 

             生き物が多く見られたかを調べることで、水質（水のよごれの程度）を４ 

             つに区分し、水質階級Ⅰ～Ⅳに分け、判定する調査である。 

 

 （3）  調査期間   平成 24 年 5 月 18 日～10 月 26 日 

 

 （4）  調査地点   各調査団体が、地域において選定した 22 河川 63 地点で調査を行った。 

             調査地点は図―１のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

− 2−



1.
伝
法
川

18.
弘
田
川

6.
春
日
川

7.
葛
谷
川

8.
御
坊
川

9.
香
東
川

10.
本
津
川

13.
綾
川

15.
土
器
川

16.
金
倉
川

1-3

1-1

４-1

3-2
6-2

6-1

18-5

10-1

9-6

9-4

8-1

16-2

21-1

10-3

9-5

9-3

13-4

13-12

13-3

5.
津
田
川

19-1

10-2

4.
爛
川

13-11

21.一の谷川

19.高瀬川

5-1

15-1
7-1

13-7

13-10

13-8



 

14-2

14
.大
束
川

図図図図ーーーー１１１１　　　　調査地点調査地点調査地点調査地点とととと各地点各地点各地点各地点におけるにおけるにおけるにおける水質階級 水質階級 水質階級 水質階級 （（（（平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度））））

2-3

3.
与
田
川

16-1

19-4

19-3

19-5

20-1

20.瀬入川

1-2

2.
湊
川

5-2
5-3

13-9

13-5

13-2

11-111.
青
海
川

12-1
12
.神
谷
川14-1

13-1

15-2

2-1

2-4
3-1

6-3

6-4

6-5

9-1

9-2

13-6

17-1
17.
桜
川

18-4
18-3
18-2
18-1

22.柞田川 22-1

き れ い な 水 Ⅰ
少 し き た な い 水 Ⅱ
き た な い 水 Ⅲ
大 変 き た な い 水 Ⅳ

凡　　　　例

19-2

2-2

－
3
－



少しきたない水
55.6%(35地点)

きれいな水
23.8%(15地点)

きたない水
15.9%(10地点)

平成２４年度
６３地点

２．調査結果 

（１）調査結果 
  水質階級別調査地点数は、表－２に示すとおり、水質階級が “きれいな水”と判定された

地点は15地点(23.8％)、 “少しきたない水”と判定された地点は35地点(55.6％)であった。 

一方、“きたない水”と判定された地点は10地点(15.9％)、“大変きたない水”と判定され

たのは3地点(4.8％)であった。 
 

 

＜表－２＞ 水質階級別調査地点 

 

 

 

平成24年度の調査地点63地点のうち41地点が平成23年度と同じ地点での調査であった。

これらの41地点の水質階級を比較すると、同じであったところが25地点、よくなったとこ

ろが5地点、悪くなったところが11地点であった。 
 

＜表―３＞前年度に対する水質階級の比較 (前年度と同一地点で実施された地点の比較) 

 
前年度より 

よくなった 

前年度と 

変わらない 

前年度より 

悪くなった 
全地点数 

調査地点数 5 25 11 41 

割合（％） 12.2 61.0 26.8 100 

 
＜表－４＞ の表記例 
調 査 団 体 １ページ＜表－１＞調査団体一覧の団体番号を用いる 

１：川の中心 
２：上流から見て右岸 

生 物 採 取 場 所 

３：上流から見て左岸 
Ｆ：速い（毎秒 60cm 以上） 
Ｍ：普通（毎秒 30～60cm） 

流 れ の 速 さ 

Ｓ：遅い（毎秒 30cm 以下） 
１：頭大の石が多い ２：こぶし大の石が多い ３：小石と砂 
４：コンクリート ５：砂と泥 ６：泥 

川 底 の 状 態 

７：コケ ８：その他 
指標生物の出現状況 出現状況の欄に○印 

ただし、出現した指標生物のうち、最も多かった種類には●印 

水質階級 
調査 

地点数 
（％）

きれいな水 Ⅰ 15 23.8 

少しきたない水 Ⅱ 35 55.6 

きたない水 Ⅲ 10 15.9 

大変きたない水 Ⅳ 3 4.8 

計 63 100 

図－２ 水質階級別調査地点数の割合

大変きたない水 

4.8%(3 地点) 
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（2）指標生物の出現状況 

 指標生物の出現頻度および調査地点において最も数が多いと報告された指標生物(優占

種)の出現頻度は、表－5のとおりである。 

 平成24年度に最も多くの地点で出現した指標生物は、スジエビであった。 

 

＜表－５＞ 指標生物の出現頻度及び優占種となった指標生物の出現頻度 

 

水質 

階級 
指標生物 

指標生物の出現

頻度（回） 

指標生物の出現

割合（％） 

階級別出現

割合（％） 

優占種となった

頻度(回） 

優占種になった

割合(％） 

1 アミカ 0 0.0 0 0.0

2 ウズムシ 13 3.7 3 2.6

3 カワゲラ 18 5.1 6 5.2

4 サワガニ 11 3.1 5 4.3

5 ナガレトビケラ 5 1.4 0 0.0

6 ヒラタカゲロウ 19 5.4 9 7.8

7 ブユ 6 1.7 0 0.0

8 ヘビトンボ 3 0.8 1 0.9

Ⅰ 

き
れ
い
な
水 

9 ヤマトビケラ 7 2.0

23.1 

2 1.7

10 イシマキガイ ※ 7 2.0 1 0.9

11 オオシマトビケラ 9 2.5 1 0.9

12 カワニナ 18 5.1 8 6.9

13 ゲンジボタル 8 2.3 1 0.9

14 コオニヤンマ 16 4.5 3 2.6

15 コガタシマトビケラ 13 3.7 6 5.2

16 スジエビ 41 11.5 23 19.8

17 ヒラタドロムシ 15 4.2 7 6.0

Ⅱ 

少
し
き
た
な
い
水 

18 ヤマトシジミ ※ 10 2.8

38.6 

4 3.4

19 イソコツブムシ ※ 4 1.1 1 0.9

20 タイコウチ 2 0.6 0 0.0

21 タニシ 21 5.9 5 4.3

22 ニホンドロソコエビ ※ 2 0.6 0 0.0

23 ヒル 39 11.0 11 9.5

24 ミズカマキリ 5 1.4 1 0.9

Ⅲ 

き
た
な
い
水 

25 ミズムシ 16 4.5

25.1 

8 6.9

Ⅳ 26 アメリカザリガニ 11 3.1 3 2.6

27 エラミミズ 6 1.7 0 0.0

28 サカマキガイ 16 4.5 3 2.6

29 セスジユスリカ 12 3.4 4 3.4

大
変
き
た
な

い
水 

30 チョウバエ 2 0.6

13.2 

0 0.0

(注)割合については四捨五入のため、合計が100％にならないことがある。 

（注）※は、海水の少し混ざっている汽水域
きすいいき

の生物 
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（3）河川別調査結果の概要 

表－4から考察される河川別調査結果の概要は次のとおりである。また、各調査地点にお

ける水質階級は、図―1及び表－4のとおりである。 

 

① 伝法川 

   伝法川では 3 地点で調査が行われ、“少しきたない水”と判定された。優先種はス

ジエビ、ヒラタドロムシ、ミズムシ、サカマキガイであった。 

② 湊川 

   湊川では 4 地点で調査が行われ、“きれいな水”“少しきたない水”と判定された。

優先種はカワゲラ、ヤマトビケラ、オオシマトビケラ、コオニヤンマ、スジエビであ

った。 

③ 与田川 

   与田川では 2 地点で調査が行われ、“少しきたない水”と判定された。優先種はサ

ワガニ、カワニナ、コオニヤンマ、スジエビであった。 

④ 爛川 

   爛川では1地点で調査が行われ、“きれいな水”と判定された。優先種はサワガニ、

ヒラタカゲロウであった。 

⑤ 津田川 

   津田川では3地点で調査が行われ、“きれいな水”“少しきたない水”と判定された。

優先種はカワニナ、スジエビ、ヒル、セスジユスリカであった。 

⑥ 新川水系 

   新川水系では春日川5地点、葛谷川1地点で調査が行われた。春日川で“きれいな

水”から“きたない水”まで判定され、葛谷川で“きれいな水”と判定された。優先

種は、春日川でウズムシ、カワニナ、コガタシマトビケラ、スジエビ、ヤマトシジミ、

イソコツブムシであり、葛谷川でサワガニ、ヒラタカゲロウであった。 

⑦ 御坊川 

   御坊川では 1 地点で調査が行われ、“少しきたない水”と判定された。優先種はカ

ワニナ、アメリカザリガニであった。 

⑧ 香東川水系 

   香東川水系では香東川6地点で調査が行われ、“きれいな水” “少しきたない水”

“大変きたない水”と判定された。主な優先種はカワゲラ、ヒラタカゲロウ、コガタ

シマトビケラ、ヒラタドロムシ、セスジユスリカであった。 

⑨ 本津川 

   本津川では3地点で調査が行われ、“きれいな水”“大変きたない水”と判定された。

優先種はカワゲラ、サワガニ、ヤマトシジミ、サカマキガイ、セスジユスリカであっ

た。 

⑩ 青海川 

   青海川では 1 地点で調査が行われ、“少しきたない水”と判定された。優先種はイ

シマキガイ、カワニナであった。 

⑪ 神谷川 

   神谷川では 1 地点で調査が行われ、“少しきたない水”と判定された。優先種はス

ジエビであった。 

⑫ 綾川 

   綾川では12地点で調査が行われ、“きれいな水”“少しきたない水”と判定された。

主な優先種はカワゲラ、ヒラタカゲロウ、コガタシマトビケラ、スジエビ、ヒラタド

ロムシであった。 

⑬ 大束川 

   大束川では2地点で調査が行われ、“きたない水”と判定された。優先種はタニシ、

ヒルであった。 
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⑭ 土器川 

   土器川では2地点で調査が行われ、“きれいな水”“きたない水”と判定された。優

先種はウズムシ、ヒラタカゲロウ、ヒル、ミズムシであった。 

⑮ 金倉川 

   金倉川では 2 地点で調査が行われ、“少しきたない水”と判定された。優先種はス

ジエビ、ヒラタドロムシ、ヒル、ミズムシであった。 

⑯ 桜川 

   桜川では 1 地点で調査が行われ、“きたない水”と判定された。優先種はヒル、ミ

ズムシであった。 

⑰ 弘田川 

   弘田川では5地点で調査が行われ、“少しきたない水”“きたない水”と判定された。

優先種はカワニナ、スジエビ、ヤマトシジミ、ヒル、ミズカマキリ、ミズムシであっ

た。 

⑱ 高瀬川 

   高瀬川では5地点で調査が行われ、“少しきたない水”“きたない水”と判定された。

優先種はカワニナ、コガタシマトビケラ、スジエビ、タニシ、ミズムシ、アメリカザ

リガニであった。 

⑲ 瀬入川 

   瀬入川では1地点で調査が行われ、“きたない水”と判定された。優先種はタニシ、

ヒルであった。 

⑳ 一の谷川 

   一の谷川では 1 地点で調査が行われ、“少しきたない水”と判定された。優先種は

スジエビ、ヤマトシジミ、アメリカザリガニであった。 

○21 柞田川 

   柞田川では 1 地点で調査が行われ、“きたない水”と判定された。出現した指標生

物はタニシ、ヒル、ミズムシ、アメリカザリガニ、サカマキガイであった。 
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付 録

出典：「川の生きものをしらべよう」（環境省、国土交通省）
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水水水水ののののきれいさのきれいさのきれいさのきれいさの程度程度程度程度とととと生物生物生物生物についてについてについてについて    

川の中にはたくさんの生物がすんでいます。川の中にすむ生物の種類は、水の中に溶けて

いる酸素
さんそ

の量（溶存
ようぞん

酸素
さんそ

）と深い関係にあります。川の水に溶けている酸素の量は、水温と水の

汚れの程度によって変わり、水温が低いほどたくさんの酸素が溶け、水温が高くなれば溶ける

量は小さくなります。また、酸素は水中の植物によっても作られますが、汚れている川では水中

に溶けている酸素が細菌
さいきん

等によってたくさん使われることから、酸素の量が少なくなってしまい

ます。 

酸素の量が少なくなるときれいな水にすむ生物はすめなくなり、汚れたところの生物が多く見

られるようになります。このように、水に溶けている酸素の量とそこにすむ生物の関係から、その

地点の生物を調べることにより、水質など川の環境
かんきょう

の状態
じょうたい

が分かります。このように川の環境の

状態を私たちに教えてくれる生物を『指標
し ひ ょ う

生物
せいぶつ

』といいます。 

水のきれいさの程度をきれいな水（水質
すいしつ

階級
かいきゅう

Ⅰ）、少しきたない水（水質階級Ⅱ）、きたない水

（水質階級Ⅲ）、大変きたない水（水質階級Ⅳ）の 4 階級に分け、それぞれの水質階級にすんで

いる指標生物（30 種類）を下の表に示しました。これらの指標生物は、水の汚れに敏感
びんかん

なものの

中から、目でみることができる大きさで、日本全国に広く分布している生物をとりあげています。 

 

水質水質水質水質
すいしつ

階級階級階級階級
かいきゅう

とととと指標指標指標指標
しひょう

生物生物生物生物
せいぶつ

のののの関係関係関係関係 

きれいなきれいなきれいなきれいな水水水水(Ⅰ)(Ⅰ)(Ⅰ)(Ⅰ)のののの指標生物指標生物指標生物指標生物    少少少少しきれいなしきれいなしきれいなしきれいな水水水水(Ⅱ)(Ⅱ)(Ⅱ)(Ⅱ)のののの指標生物指標生物指標生物指標生物    

 

カワゲラカワゲラカワゲラカワゲラ    

ヒラタカゲロウヒラタカゲロウヒラタカゲロウヒラタカゲロウ    

ナガレトビケラナガレトビケラナガレトビケラナガレトビケラ    

ヤマトビケラヤマトビケラヤマトビケラヤマトビケラ    

    

ヘビトンボヘビトンボヘビトンボヘビトンボ    

ブユブユブユブユ    

アミアミアミアミカカカカ    

サワガニサワガニサワガニサワガニ    

ウズムシウズムシウズムシウズムシ    

    

コガタシマトビケラコガタシマトビケラコガタシマトビケラコガタシマトビケラ    

オオシマトビケラオオシマトビケラオオシマトビケラオオシマトビケラ    

ヒラタドロムシヒラタドロムシヒラタドロムシヒラタドロムシ    

ゲンジホタルゲンジホタルゲンジホタルゲンジホタル    

    

コオニヤンマコオニヤンマコオニヤンマコオニヤンマ    

スジエビスジエビスジエビスジエビ    

ヤマトシジミヤマトシジミヤマトシジミヤマトシジミ※※※※    

イシマキガイイシマキガイイシマキガイイシマキガイ※※※※    

カワニナカワニナカワニナカワニナ    

きたないきたないきたないきたない水水水水(Ⅲ)(Ⅲ)(Ⅲ)(Ⅲ)のののの指標生物指標生物指標生物指標生物    大変大変大変大変きたないきたないきたないきたない水水水水(Ⅳ)(Ⅳ)(Ⅳ)(Ⅳ)のののの指標生物指標生物指標生物指標生物    

 

ミズカマキリミズカマキリミズカマキリミズカマキリ    

タイコウチタイコウチタイコウチタイコウチ    

ミズムシミズムシミズムシミズムシ    

イソコツブムシイソコツブムシイソコツブムシイソコツブムシ※※※※    

    

ニホンドロソコエビニホンドロソコエビニホンドロソコエビニホンドロソコエビ※※※※    

タニシタニシタニシタニシ    

ヒルヒルヒルヒル    

    

セスジユスリカセスジユスリカセスジユスリカセスジユスリカ    

チョウバエチョウバエチョウバエチョウバエ    

アメリカザリガニアメリカザリガニアメリカザリガニアメリカザリガニ    

    

    

サカマキガイサカマキガイサカマキガイサカマキガイ    

エラミミズエラミミズエラミミズエラミミズ    

注注注注））））※※※※はははは海水海水海水海水のののの少少少少しししし混混混混ざっているざっているざっているざっている汽水域汽水域汽水域汽水域
きすいいき

のののの生物生物生物生物    
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ＴＥＬ ＦＡＸ

1 アミカ

2 ウズムシ

3 カワゲラ

4 サワガニ

5 ナガレトビケラ

6 ヒラタカゲロウ □
7 ブユ □ Ⅰ □ Ⅱ □ Ⅲ □ Ⅳ
8 ヘビトンボ □
9 ヤマトビケラ 月 日

10 イシマキガイ(汽水域)

11 オオシマトビケラ □ □ □
12 カワニナ

13 ゲンジボタル

14 コオニヤンマ 約

15 コガタシマトビケラ

16 スジエビ □
17 ヒラタドロムシ □
18 ヤマトシジミ(汽水域) □
19 イソコツブムシ(汽水域)

20 タイコウチ 約

21 タニシ

22 ニホンドロソコエビ(汽水域)

23 ヒル □
24 ミズカマキリ □
25 ミズムシ □
26 アメリカザリガニ □ □
27 エラミミズ □ □
28 サカマキガイ □ □
29 セスジユスリカ □ □
30 チョウバエ □

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ □
１．○印と●印の個数

２．●印の個数 □
３．合計（1欄＋２欄） □

□

人

平成       (          )年度　調査結果集計用紙（提出用）

調査団体名
複数団体が合同で実施している場合は、代表的な団体名をひと
つ記入し、他の団体名は代表的な団体の後ろに　(　 )をつけて記
入して下さい。

市町村名 調査参加人数

調査担当者名 連絡先住所

担当者連絡先 E-mail

指標生物　（見つかった指標生物に○印、数が多かった上位か
ら２種類（最大３種類）に●印をつけて下さい）

調査地点の概要
　　　　（生物を採取した場所の状況について記入して下さい）

水
質
階
級
Ⅰ

調査河川名

調査地点名

昨年度の調査状況
（昨年度調査に参加した方
のみチェックして下さい）

今年の調査地点は昨年度と同じですか？

同じ場所で調査した

 昨年度の水質階級は

ちがう場所で調査した

調査日時
         年 時

水
質
階
級
Ⅱ

  開始時刻を24時間で記入して下さい。（午後２時は14時）

天　気
はれ くもり 雨

  調査時の天気をチェックして下さい

水　温 ℃（小数点１桁まで記入して下さい）

川　幅
ｍ

  水の流れの幅を記入して下さい（小数点1桁まで記入できます）

生物採取場所

川の中心　

上流から見て右岸

上流から見て左岸

水
質
階
級
Ⅲ

  採取した場所をチェックして下さい

水　深
ｃｍ

  採取した場所の平均的な水深を記入して下さい

以下は、生物を採取した場所にあてはまるものをチェックして下さい

流れのはやさ

速い（毎秒60cm以上）

普通（毎秒30～60cm）

遅い（毎秒30cm以下）

水
質
階
級
Ⅳ

川底の状態

頭大の石が多い　

砂と泥

水のにおい

においは感じられない

水質
階級
の

判定

こぶし大の石が多い

小石と砂 コンクリート

泥

コケ その他

においが感じられる

　　　　（ドブ、石油、薬のような不快感のあるにおい）

水のにごり
透明またはきれい

少しにごっている

この地点の水質階級は 　です 大変にごっている

その他の生物（水生昆虫、貝、エビ・カニ類） 魚　類

その他、気づいたこと水草類 鳥　類
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